
 

平成 27 年度愛護会地域福祉推進協議会の活動 

平成２７年度 第２号 

愛
護
会
地
域
福
祉
推
進
協
議
会 

～ 

定
期
総
会 

～ 

 

平
成
27
年
６
月
28
日
に
、
江
刺
区
総
合

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、
愛
護

会
地
域
福
祉
推
進
協
議
会
定
期
総
会
・
講
演

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 
 

当
日
は
二
部
構
成
で
、
定
期
総
会
の
部
、

講
演
会
の
部
そ
れ
ぞ
れ
多
く
の
ご
来
場
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

【
定
期
総
会
の
部
】 

 

奥
州
市
長
様
、
金
ケ
崎
町
長
様
、
岩
手
県

議
会
議
員
様
を
始
め
多
く
の
ご
来
賓
の
皆

様
や
、
会
員
、
地
域
の
皆
様
の
ご
出
席
を
い

た
だ
き
、
前
年
度
の
活
動
報
告
・
決
算
、
新

年
度
の
活
動
計
画
・
予
算
、
新
年
度
役
員
な

ど
が
協
議
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

各
支
部
と
も
、
年
度
計
画
に
沿
っ
て
、
支

部
独
自
の
活
動
を
進
め
て
お
り
ま
す
。 

 

【
講
演
会
の
部
】 

 

講
演
会
の
部
は
、
愛
護
会
立
愛
育
研
究
所

と
の
共
催
で
、
笹
原
留
似
子
氏
を
お
迎
え
し

て
「
い
の
ち
か
が
や
か
せ
て
～
生
と
死
の
境

目
に
存
在
す
る
こ
と
」
と
題
し
た
ご
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。(

入
場
無
料) 

 

笹
原
留
似
子
氏
は
、
お
も
か
げ
復
元
師
と

し
て
活
躍
し
な
が
ら
、
自
身
の
経
験
を
も
と

に
し
た
著
書
も
多
数
刊
行
し
て
お
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
で
は
、
３
０
０

人
以
上
の
遺
体
を
、
遺
族
に
寄
り
添
い
な
が

ら
生
前
の
状
態
に
戻
し
た
復
元
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
活
動
の
様
子
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
番
組
と
し
て
放
送
さ
れ
、
全
国

か
ら
大
き
な
反
響
を
受
け
ま
し
た
。 

 

講
演
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
た
中

で
の
喜
び
や
悲
し
み
、
人
と
人
と
の
繋
が
り

や
地
域
の
繋
が
り
の
大
切
さ
と
素
晴
ら
し

さ
な
ど
、
数
多
く
の
実
体
験
を
交
え
て
や
さ

し
く
語
り
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
「
死

は
生
き
て
い
た
か
ら
こ
そ
存
在
す
る
。
死
の

意
味
を
考
え
る
こ
と
は
、
生
き
て
き
た
意
味

を
考
え
る
こ
と
に
な
る
。
」
と
結
び
、
会
場

に
つ
め
か
け
た
会
員
や
地
域
の
皆
様
か
ら

惜
し
み
な
い
拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

 

水沢区支部の皆さん 
 

講師 
佐々木健夫氏 

愛
護
会
地
域
福
祉
推
進
協
議
会
は
、
水
沢
区
・
江
刺
区
・
前
沢
区
・
胆
沢
区
・
衣
川
区
・
金
ケ
崎
町
に
支
部
を
置
き
、
愛
護
会
が
保
育
事
業
・
障
が

い
者
援
護
事
業
・
障
が
い
者
地
域
生
活
援
助
事
業
、
長
寿
福
祉
事
業
で
培
っ
た
経
験
と
専
門
性
を
地
域
に
還
元
し
、
地
域
づ
く
り
に
貢
献
す
る
事
を
目

的
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。 
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愛
護
会
地
域
福
祉
推
進
協
議
会 

水
沢
区
支
部
活
動 

愛
護
会
地
域
福
祉
推
進
協
議
会 

江
刺
区
支
部
活
動 

の
確
保
の
た
め
の
研
修
会
の
実

施
」
と
い
う
事
で
、
平
成
27
年

６
月
15
日
に
、
障
害
者
総
合
相

談
セ
ン
タ
ー
の
佐
々
木
健
夫
氏

を
迎
え
、「
虐
待
防
止
の
基
本
を

学
ぶ
」
と
題
し
た
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
参
加
し
た
会
員

の
皆
さ
ん
は
、
基
本
を
再
確
認

す
る
こ
と
で
更
な
る
虐
待
防
止

を
誓
い
合
い
ま
し
た
。 

 

水
沢
区
支
部
で
は
他
に
も

「
高
齢
化
に
伴
う
福
祉
課
題
の

調
査
・
研
究
」「
地
域
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
実
施
に
向
け
た
調
査
・
研

究
及
び
体
制
づ
く
り
の
推
進
」

を
活
動
計
画
に
掲
げ
て
活
動
し

て
い
ま
す
。
具
体
的
な
活
動
実

績
と
し
て
は
、
前
述
の
研
修
会

の
他
に
、
地
域
の
皆
様
と
の
花

植
え
活
動
参
加
や
、
地
域
密
着

型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
愛
護

苑
へ
の
花
苗
提
供
と
交
流
活
動

な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
後

も
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

活
動
を
進
め
ま
す
。 

水
沢
区
支
部
の
平
成
27
年
度

活
動
計
画
の
ひ
と
つ
で
あ
る

「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
質

の 

布
団
は
不
安
定
な
た
め
に
体
の

緊
張
を
高
め
て
し
ま
う
こ
と
や

枕
も
適
度
な
硬
さ
や
体
に
合
っ

た
高
さ
が
大
切
」「
強
く
柔
軟
な

腹
筋
と
背
筋
を
つ
け
る
こ
と
が

大
切
で
、
そ
の
た
め
に
筋
力
を

鍛
え
る
体
操
を
行
う
こ
と
が
大

切
」「
無
理
を
せ
ず
出
来
る
範
囲

で
よ
い
か
ら
毎
日
続
け
る
こ
と

が
大
切
」
等
々
た
く
さ
ん
の
ポ

イ
ン
ト
を
学
び
ま
し
た
。 

江
刺
区
支
部
で
は
、
ま
ご
こ

ろ
病
院
・
理
学
療
法
士
の
野
家

大
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し
て
、

腰
痛
対
策
の
勉
強
会
を
開
催
し

ま
し
た
。 

腰
や
体
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
理

解
し
た
う
え
で
腰
痛
対
策
を
学

ぶ
と
い
う
と
て
も
分
か
り
や
す

い
内
容
で
、
「
普
段
の
姿
勢
で

は
、
あ
ぐ
ら
よ
り
正
座
の
方
が

腰
に
良
い
こ
と
」「
ふ
か
ふ
か
の

講師：野家大氏と江刺区支部の皆さん 
 

【
平
成
27
～
28
年
度
役
員
】 

  

顧
問 

 
 
 
 
 

(

敬
称
略) 

 

新
居
田 

弘
文  

 
 

菊
地 

喜
久
男 

 
 

佐
々
木 

努  
 
 

髙
野 

繁
喜 

 

会
長 

 

油
井 

明 
 

副
会
長(
支
部
長) 

千
葉 
雄
一 

(

水
沢
区) 

 
 

菊
池 
和
明 

(

江
刺
区) 

 
 

岩
渕 
修 

(
前
沢
区) 

 
 

佐
々
木 

與
市 

(
胆
沢
区) 

 
 

佐
藤 

紳
夫 

(
衣
川
区) 

 
 

氏
家 

富
士
子 

(
金
ケ
崎
町) 

  

監
事 

 
 

菊
地 

道
代  

 

【
水
沢
区
支
部
】 

幹
事 

 

村
上
和
男 

佐
藤
善
美 

       

及
川
牧
子 

藤
井
千
雅
子 

【
江
刺
区
支
部
】 

幹
事 

 

高
野
徹 

髙
橋
絹
子 

       

伊
藤
智
之 

【
前
沢
区
支
部
】 

幹
事 

 

羽
田
つ
ゆ
美 

佐
藤
克
宏 

【
胆
沢
区
支
部
】 

幹
事 

 

千
田
寿
人 

岩
渕
守 

【
衣
川
区
支
部
】 

幹
事 

 

佐
々
木
信
雄 

佐
藤
泉 

【
金
ケ
崎
町
支
部
】 

幹
事 

 

高
橋
篤 

阿
部
京
子 

 【
事
務
局
】 

佐
々
木
秀
樹 

佐
々
木
健
夫 

中
嶋
敏
之 

 

千
葉
克
任 

羽
藤
美
千
代 
 ＊

こ
れ
ま
で
副
会
長(

支
部
長)

を
務 

め
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た 

千
葉
康
雄
氏(

水
沢
区) 

小
野
寺
幸
男
氏(

胆
沢
区) 

佐
々
木
繁
明
氏(

衣
川
区) 

の
三
氏
が
平
成
26
年
度
末
を
も
っ 

て
勇
退
な
さ
い
ま
し
た
。
長
期
に 

わ
た
り
愛
護
会
地
域
福
祉
推
進
協 

議
会
の
た
め
に
御
尽
力
を
い
た
だ 

き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま 

し
た
。 



愛
護
会
地
域
福
祉 

推
進
協
議
会 

衣
川
区
支
部
活
動 

衣
川
区
支
部
で
は
、
地
域
の
皆
様
と
の

環
境
美
化
活
動
を
中
心
と
し
た
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
６
月
初
旬
に
は
衣
川
区
の

幼
保
一
体
化
施
設
・
あ
ゆ
み
園
を
訪
れ
、

愛
護
会
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
・
フ
ラ

ワ
ー
セ
ン
タ
ー
あ
い
ご
で
栽
培
・
製
造
さ

れ
た
花
苗
と
園
芸
用
土
の
贈
呈
と
植
栽
交

流
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
６
月
下
旬
に
は
、
衣
川
区
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
多
機
能
型
事
業
所
・

星
空
ク
ラ
ブ
、
奥
州
市
衣
川
総
合
支
所
、

奥
州
市
社
会
福
祉
協
議
会
衣
川
支
所
、
障

が
い
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
・
フ
ラ
ワ

ー
セ
ン
タ
ー
あ
い
ご
の
職
員
と
利
用
者
の

皆
さ
ん
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
で
、
花
壇

の
花
植
え
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
活
動
は
、
地
域
の
次
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
情
操
教
育
、
地
域
の
環
境
美
化
を

目
的
と
し
て
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
協
力
に

よ
り
毎
年
実
施
し
て
い
る
活
動
で
す
。 ▲ 幼保一体化施設あゆみ園の皆さんと、花植えの進め

方を確認する佐藤紳夫支部長と髙橋ひろ子副支部長 ▲ 衣川区保健福祉センター前の花壇整備に参加した皆さん 

▲ 第二東水沢保育園の皆さん ▼ 

▲ 東水沢保育園の皆さん ▼ ▲ たんぽぽ保育園の皆さん ▼ ▲ 金ヶ崎保育園の皆さん ▼ 

 

福
祉
の
森 

自
衛
消
防
隊
の
皆
さ
ん 

 

平
成
27
年
度
、
愛
護
会
の
保
育

事
業
部
会
、
障
が
い
者
援
護
事
業

部
会
、
障
が
い
者
地
域
生
活
援
助

事
業
部
会
、
長
寿
福
祉
事
業
部
会

で
は
、
地
域
の
皆
様
の
参
加
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
数
々
の
防

火
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

保
育
事
業
部
会
の
各
園
で
は
、

奥
州
金
ケ
崎
行
政
事
務
組
合
消

防
本
部
、
消
防
団
、
婦
人
消
防
協

力
会
、
関
係
団
体
、
地
域
住
民
、

保
護
者
の
皆
様
の
参
加
協
力
を

い
た
だ
い
て
、
幼
年
消
防
防
火
パ

レ
ー
ド
を
実
施
し
、
防
火
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。
ま
た
、
援
護
事
業

部
会
・
地
域
生
活
援
助
事
業
部
会

の
職
員
で
組
織

す
る
福
祉
の
森

自
衛
消
防
隊(

中

嶋
敏
之
隊
長)

は
、
奥
州
市
内

唯
一
の
自
衛
消

防
隊
と
し
て
奥

州
市
消
防
出
初

式
に
参
加
・
行

進
し
、
防
火
意

識
の
高
揚
に
務

め
ま
し
た
。 

▲ ▼ 

愛
護
会
地
域
福
祉
推
進
協
議
会 

金
ケ
崎
町
支
部
活
動 

愛
護
会
地
域
福
祉
推
進
協
議
会 

胆
沢
区
支
部
活
動 

↑ 

ど
ん
ぐ
り
の
苗
木
の
植
樹
に
参
加

し
た
金
ヶ
崎
保
育
園
さ
く
ら
組
の
皆

さ
ん
と
金
ケ
崎
町
支
部
の
皆
さ
ん 

愛
護
会
地
域
福
祉
推
進
協
議
会 

前
沢
区
支
部
活
動 

金
ケ
崎
町
支
部
は
、
地
元
企

業
の
ト
ヨ
タ
自
動
車
東
日
本
㈱

岩
手
工
場
が
進
め
て
い
る
「
環

境
保
護
活
動
森
づ
く
り
」
に
協

力
し
て
い
ま
す
。 

氏
家
富
士
子
支
部
長
が
一
昨

年
の
秋
か
ら
育
て
た
ど
ん
ぐ
り

の
苗
木
70
本
を
、
昨
年
の
初
夏

に
金
ヶ
崎
保
育
園
に
寄
贈
し
ま

し
た
。
そ
の
後
は
、
さ
く
ら
組

の
皆
さ
ん
が
中
心
と
な
り
、
夏

か
ら
秋
の
間
に
さ
ら
に
大
き
く

育
て
て
く
れ
ま
し
た
。 

10
月
19
日
、
金
ヶ
崎
保
育
園

の
さ
く
ら
組
の
皆
さ
ん
と
愛
護

会
地
域
福
祉
推
進
協
議
会
金
ケ

崎
町
支
部
の
会
員
の
皆
さ
ん

で
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
東
日
本
㈱

岩
手
工
場
を
訪
れ
ま
し
た
。
工

場
の
担
当
の
方
々
か
ら
、
工
場

の
概
要
と
森
づ
く
り
の
目
的
な

１ 

ど
の
説
明
を
い
た
だ
い
た
後
、

工
場
の
方
々
と
一
緒
に
植
樹
の

場
所
へ
移
動
し
、
大
き
く
育
て

と
願
い
を
込
め
て
、
大
切
に
育

て
た
ど
ん
ぐ
り
の
苗
を
１
本
ず

つ
丁
寧
に
植
え
て
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
平
成
28
年
２
月
６
日

に
は
、
金
ヶ
崎
保
育
園
の
行
事

「
お
み
せ
や
ご
っ
こ
」
に
あ
わ

せ
て
、
金
ケ
崎
町
支
部
が
掲
げ

る
活
動
計
画
の
ひ
と
つ
「
た
く

ま
し
い
子
を
生
み
育
て
る
た
め

の
保
育
事
業
へ
の
協
力
」
の
一

環
と
し
て
、
バ
ザ
ー
を
開
催
し

ま
し
た
。
会
員
や
金
ヶ
崎
保
育

園
職
員
の
皆
さ
ん
か
ら
提
供
い

た
だ
い
た
商
品
は
大
変
好
評
で

多
く
の
皆
様
に
ご
利
用
い
た
だ

き
ま
し
た
。
金
ケ
崎
町
支
部
は
、

今
後
も
会
の
目
的
に
沿
っ
た
活

動
を
進
め
て
参
り
ま
す
。 

↑ 

多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
い

た
バ
ザ
ー
の
よ
う
す 

前
沢
区
支
部
は
、
11
月
１
日

ス
ポ
ニ
チ
奥
州
前
沢
マ
ラ
ソ
ン

大
会
に
あ
わ
せ
、「
各
地
か
ら
参

加
さ
れ
る
選
手
の
皆
さ
ん
が
気

持
ち
よ
く
走
る
こ
と
が
出
来
る

よ
う
に
」
を
目
的
に
、
コ
ー
ス

の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
地
域
で
企
画
さ
れ
た

も
の
に
、
地
区
の
民
生
委
員
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
参
加
し
た
も

の 

の
で
す
。 

私
た
ち
は
、
前
沢
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
か
ら
太
郎
ケ
沢
橋
ま

で
の
約
１
キ
ロ
を
、
民
生
委
員

の
皆
さ
ん
と
情
報
交
換
し
、
交

流
を
深
め
な
が
ら
活
動
し
ま
し

た
。 今

後
も
地
域
の
情
報
収
集
に

つ
と
め
、
色
々
な
活
動
を
進
め

て
い
き
ま
す
。 

▲ 活動に参加した皆さん 

▼地区民生委員の皆さんと、前沢区支部会員 

胆
沢
区
支
部
で
は
、
支
部
懇

談
会
の
開
催
に
合
わ
せ
て
、
胆

沢
区
に
あ
る
「
ま
ご
こ
ろ
病
院
」

の
職
員
の
方
で
、
理
学
療
法
士

の
野
家
大
氏
を
お
招
き
し
、
腰

痛
を
は
じ
め
と
し
た
健
康
に
関

す
る
研
修
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
野
家
氏
の
講
演
の
後
は
、

多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、
参

加
者
ら
は
、
日
頃
の
自
身
の
生

者 

活
習
慣
や
業
務
と
照
ら
し
合
わ

せ
な
が
ら
、
今
後
の
仕
事
や
生

活
の
中
で
生
か
し
て
い
く
事
を

確
認
し
あ
い
ま
し
た
。 

 

当
支
部
で
は
こ
れ
ま
で
支
部

長
と
し
て
ご
尽
力
を
頂
い
た
小

野
寺
幸
男
様
の
ご
勇
退
を
受

け
、
新
た
に
就
任
頂
い
た
佐
々

木
與
市
支
部
長
と
共
に
地
域
に

根
差
し
た
活
動
を
進
め
ま
す
。 

講師：野家大氏と胆沢区支部の皆さん 
 


